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第２３９３回 例会 第 37 回例会（3 月 26 日） ビジネスシリーズ第 6回 夜間例会 

●点鐘 島﨑政敏会長 

●来訪者紹介 

●会長の時間 

●幹事報告 

●卓話講師紹介 

●本日の卓話 

●謝辞 

●出席奨励・スマイル委員会 

●点鐘 島﨑政敏会長 

点 鐘 

来 訪 者 紹 介 

会 長 の 時 間 

 

皆さんこんばんは。 

本日も大勢のご出席ありがとうございます。 

私が挨拶するとき皆さんよくこちらを見てくれます。 

かなり遠くからでも目線が合いますが、先月京都で類人猿

研究の山極壽一さんの話しを聞きましたら、それは人間に白

目があるからだそうで、人間と同じように共感力がある ゴリラに

は白目がない、 真っ黒な瞳なのでお互いの目で気持ちを確

認するため、食物を分けてほしい時とか ケンカのあと仲直りす

る時とか 「 覗き込み 」 という超接近して互いに見つめ合う

行動を取るんだそうです。ゴリラには言葉がないですから 「 俺

の目を見ろ何も言うな 」 という社会です。 

人間には言葉がありますから いちいち相手の気持ちを慮ら

なくても用が足りてしまう訳ですが、『 口は災いのもと 』 と言

うくらいであまりしゃべるとろくなことがない。  むしろ 『 目は口

ほどに物を言い 』 というくらいで目線を合わせるということは人

間社会のコミュニケーションに於いても とても大切なことかと思

います。 

そこできょうは目線の合わせ方について、そんな事今更聞か

なくても判ってるって方も多いのかとは思いますが、 板坂元 と

いうケンブリッジ大学で日本文学を教えていた先生が 『 男の

作法 』 って本に書いていますのでちょっと紹介します。 

先ず日本式、これは小笠原流礼法を持ち出しています。 

『 貴人へ申し受け給わるべき事、申し上ぐる口上の内 三

段に目を付くべし。はじめ云ひ出す時、御顔を見て云ひ出し、

段々我が頭を下げて 貴人の襟のあたり云ひ終り、膝のほとり

見る時云ひ納め、又、そと御顔を伺ふべし。 』 

偉い人に対しては 初め目線を顔のあたりに置き、用件を

話すときは目線を下げて襟あたりに持っていく。 そして最後の

以上でございます といった口上のときに相手の膝あたりにまで

目線を下げる。  そしてまた相手の顔を見上げる という順序

だそうです。 

一方 欧米のビジネス社会では相手の話しを聞くときは相

手の目を見つめ、こちらが話すときは目線を少し下げるよう教

えているそうで、 これは子供の頃から訓練されているとのこで

す。 

きょうの例会は今年度のビジネスシリーズの中でも 一番役

に立つ内容になるだろうと思っています。 

利き酒の体験をしながら 日本人の教養として欠かせない

日本酒にまつわる話しを聞き、老舗の造り酒屋を継承継続し

ていく為の工夫の話しを聞く、これぞまさに実学 ということにな
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ると思います。 

きょうはビジネスシリーズですからぜひ権田さんの目をよく見

つめながら聴いてみてください。 

 

幹 事 報 告 

 

碓井勝也 幹事 

2 点報告させていただきます 

 

＜１＞交換留学生アリスさんの件 

交換留学生のアリスさんは、今現在は大野会員宅にお世話

になっておりますが、月末に京都旅行に出かけ、その後来月か

らは交換留学生派遣宅・小山喜一郎さんのお宅に滞在とな

ります。ご協力いただいた会員の皆様、ありがとうございます。 

 

＜２＞次回例会の件 

次回は文化教養委員会担当、第 4回移動例会、お花見

例会です。 

“さまざまな事思い出す桜かな”、 

と芭蕉にありますが、皆様のご出席お待ちしております。 

 

卓話講師紹介 

 

長島康雄 ビジネスシリーズ委員長 

 

 

本 日 の 卓 話 

権田酒造（株） 代表取締役 権田清志様 

 

 

 

「熊谷唯一の造り酒屋として」をテーマに、歴史、造り酒屋の

生き残り、利き酒コンテストについて、お話いただきました。 

 

謝 辞 

 

小池利昌 職業奉仕グループ世話人 

 

出席状況報告 

 

倉持好二郎 出席奨励・スマイル副委員長 
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T 

A 

正会員数 

85 年規定承認者 

56 名 

16 名 

A 理事会欠席承認者  

P 本日の出席者 30 名 

B 各承認者の例会出席者 6 名 

MU 本日のメーキャップ者  

本日の出席率 65.2％ 

※本日のニコニコはございませんでした。 

 

点 鐘 

 


